
吊
り
荷
オ
ー
バ
ー
の
車
両
転
倒
事
故
防
止
へ

旧
型
穴
掘
り
建
柱
車
用
シ
ス
テ
ム

Ｖ
Ｅ
提
案
中
　
実
用
版
８
月
に
提
供

エ
ク
シ
オ
グ
ル
ー
プ

コ
ム
シ
ス
通
産（
日
本
コ
ム
シ
ス
グ
ル
ー
プ

）

カズラ・クライムシャッター旗型
ツル性植物のクズから支線を保護

機能向上したタイプⅡ新登場
企
業
出
展
紹
介

５
月

、
日
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
筑
波
研
究
開
発
セ
ン
タ
で
開
催

つくばフォーラム

Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
／
６
Ｇ
の
取
り
組
み
な
ど

Ａ
Ｓ
研
の
最
新
研
究
開
発
成
果
を
紹
介

共催団体企業、ＮＴＴグループ、一般企業が展示・紹介

テーマ「世界を変える価値創造を　持続可能な社会を支えるアクセスネットワークへの挑戦」

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
　

Ａ
Ｓ
研
の
海
老
根
崇
所
長
が
紹
介

基調講演、技術セミナー、技術交流サロンなど企画

（５） 第４０１８号第３種郵便物認可 ２０２５年（令和７年）５月２日（金曜日）（週　刊）

　
エ
ク
シ
オ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

旧
式
穴
掘
り
建
柱
車
の
作
業
範

囲
を
可
視
化
す
る
装
置
を
提
案

す
る
ほ
か
、
Ｖ
Ｅ
提
案
採
用
品

と
現
在
提
案
中
の
現
場
で
役
立

つ
提
案
品

点
を
紹
介
す
る
。

　
◆
旧
型
の
穴
掘
り
建
柱
車
に

取
り
付
け
ら
れ
る
許
容
範
囲
判

定
シ
ス
テ
ム
の
開
発

　
昨
今
、
穴
掘
り
建
柱
車
で
の

荷
の
吊
り
上
げ（
下
げ
）作
業
時

に
、
許
容
範
囲
超
え
が
原
因
の

車
両
転
倒
事
故
が
連
続
し
て
い

る
。
新
型
車
両
に
は
許
容
範
囲

を
超
え
る
と
作
業
で
き
な
く
な

る
制
御
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い

る
が
、
施
工
現
場
で
多
く
稼
働

し
て
い
る
旧
型
車
両
に
は
そ
の

機
能
が
な
く
、

許
容
範
囲
の
把

握
が
困
難
だ
っ

た
。
本
シ
ス
テ

ム
は
、
許
容
範

囲
を
超
え
る
と

警
告
灯
で
危
険

を
知
ら
せ
、
事

故
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

　
装
置
は
ブ
ー

ム
長
計
測
セ
ン

サ
ー
・
角
度
セ

ン
サ
ー
・
警
告

灯
の
３
つ
で
構

成
さ
れ
、
い
ず

れ
の
装
置
も
雨

天
で
の
利
用
が

可
能
（
防
雨
・

防
塵
仕
様
）
で
あ
る
。

　
ブ
ー
ム
長
計
測
セ
ン
サ
ー
は

一
度
設
置
す
れ
ば
取
り
外
し
不

要
。
専
用
工
具
な
し
で
作
業
員

自
身
が
設
置
可
能
（
約

分
）

で
あ
る
。
角
度
セ
ン
サ
ー
は
マ

グ
ネ
ッ
ト
で
設
置
、
取
り
外
し

も
簡
単
。
警
告
灯
は
コ
ー
ド
レ

ス
の
た
め
作
業
員
か
ら
見
や
す

い
位
置
に
配
置
で
き
、
さ
ら
に

は
ブ
ー
ム
の
長
さ
や
角
度
に
応

じ
て
色
が
変
わ
る
た
め
、
視
覚

的
に
警
告
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

　
作
業
開
始
前
に
ス
マ
ホ
端
末

か
ら
電
柱
種
別
や
ア
ウ
ト
リ
ガ

ー
張
出
幅
を
選
択
す
る
こ
と

で
、
セ
ン
サ
ー
の
設
定
と
許
容

範
囲
の
表
示
が
さ
れ
る
の
で
、

作
業
員
は
許
容
範
囲
内
の
車
両

設
置
が
で
き
る
。

　
開
発
に
協
力
し
た
作
業
員
か

ら
は
「
こ
れ
ま
で
経
験
に
基
づ

い
た
操
作
と
な
っ
て
い
た
が
、

許
容
範
囲
が
可
視
化
で
き
る
の

で
、
よ
り
注
意
深
く
作
業
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
の
コ
メ

ン
ト
も
得
て
い
る
。

　
特
許
取
得
（
特
許
第
７
６
１

８
０
８
７
号
）
、
現
在
Ｎ
Ｔ
Ｔ

へ
Ｖ
Ｅ
提
案
中
で
、
実
用
版
は

今
年
８
月
提
供
予
定
。

穴
掘
り
建
柱
車
で
許
容
範
囲
判
定
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
た
作
業
例

　
◆
「
電
柱
を
守
る
ク
ズ
対
策

の
新
兵
器
！
効
果
２
倍
の
『
カ

ズ
ラ
・
ク
ラ
イ
ム
シ
ャ
ッ
タ
ー

旗
型
』
タ
イ
プ
Ⅱ
登
場
」

　
ツ
ル
性
植
物
の
ク
ズ
は
、
そ

の
強
い
繁
殖
力
か
ら
電
柱
や
信

号
な
ど
に
巻
き
付
き
、
機
器
の

破
損
や
停
電
、
交
通
障
害
を
引

き
起
こ
す
厄
介
者
で
あ
る
。
除

去
作
業
も
大
変
で
、
ケ
ガ
や
熱

中
症
の
リ
ス
ク
も
伴
う
。

　
そ
こ
で
活
躍
す
る
の
が
、
カ

ズ
ラ
・
ク
ラ
イ
ム
シ
ャ
ッ
タ
ー

シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
中
で
も
支

線
へ
の
ク
ズ
対
策
と
し
て
２
０

２
０
年
に
登
場
し
た
「
カ
ズ
ラ

・
ク
ラ
イ
ム
シ
ャ
ッ
タ
ー
旗

型
」
は
、
ク
ズ
が
上
り
に
く
い

形
状
と
忌
避
剤
入
り
の
シ
ー
ト

で
高
い
効
果
を
発
揮
。
全
国
で

の
実
証
実
験
で
も
、
そ
の
効
果

が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
今
回
、
そ
の
機
能
を

さ
ら
に
向
上
さ
せ
た
「
タ
イ
プ

Ⅱ
」
が
新
登
場
し
た
。
シ
ー
ト

か
ら
樹
脂
射
出
成
型
に
変
更
す

る
こ
と
で
耐
久
性
が
ア
ッ
プ
。

忌
避
剤
の
持
続
期
間
も
従
来
の

約
２
倍
に
伸
び
、
よ
り
長
期
間

に
わ
た
る
ク
ズ
対
策
が
可
能
に

な
っ
た
。

　
軽
量
で
省
ス
ペ
ー
ス
の
形
状

は
そ
の
ま
ま
に
、
作
業
性
や
運

搬
性
も
確
保
。
進
化
し
た
「
カ

ズ
ラ
・
ク
ラ
イ
ム
シ
ャ
ッ
タ
ー

旗
型
」
タ
イ
プ
Ⅱ
は
、
ク
ズ
被

害
か
ら
大
切
な
イ
ン
フ
ラ
を
守

っ
て
く
れ
る
。

新登場した「カズラ・クライムシャッター旗型」タイプⅡ

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
５
月

日
と

日
の
２
日
間
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
筑

波
研
究
開
発
セ
ン
タ
を
会
場
に
「
つ
く
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
５
」
を
開
催

す
る
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
世
界
を
変
え
る
価
値
創
造
を
　
持
続
可
能
な
社

会
を
支
え
る
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
挑
戦
」
。
同
社
は
２
０
２
３
年

３
月
に
Ａ
Ｐ
Ｎ
　
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
１
・
０
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
翌

年
８
月
に

は
世
界
初
の
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
国
際
間
Ａ
Ｐ
Ｎ
を
開
通
さ
せ
る
な
ど
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル

ー
プ
が
新
中
期
経
営
戦
略
で
示
し
た
と
お
り
、
新
た
な
価
値
創
造
と
グ
ロ
ー

バ
ル
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
実
現
へ
向
け
た
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
／
６
Ｇ
へ
の
研
究
開

発
に
挑
戦
し
続
け
、
実
用
化
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
こ
の

Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
／
６
Ｇ
を
は
じ
め
、
様
々
な
社
会
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ア
ク

セ
ス
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
研
究
所
（
Ａ
Ｓ
研
）
が
取
り
組
む
多
岐
に
わ
た
る

研
究
開
発
に
つ
い
て
最
新
の
成
果
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
今
回
も
共
催
団
体

な
ら
び
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
各
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
研
究
所
の
三
位
一
体
に
よ
る
技

術
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　つくばフォーラムはＮＴＴの主催、
情報通信エンジニアリング協会、通信
電線線材協会、全国通信用機器材工業
協同組合の共催、ＮＴＴグループ企業
の後援により開催される。参加対象者
は、これら主催・共催・後援会社の社
員と出展社の招待者である。参加は事
前登録制で、つくばフォーラム公式Ｈ
Ｐで受け付けている。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
展
示
で
は
、
初
日
午
前

時
か
ら
二
日
目
午
後
３
時


分
ま
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
筑
波
研
究
開
発
セ
ン
タ
で
「
サ
ー
ビ
ス
の

高
度
化
・
多
様
化
を
支
え
る
技
術
」
「
運
用
を
抜
本
的
に
ス
マ

ー
ト
化
す
る
技
術
」
「
新
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を
開
拓
す
る
技
術
」

の
各
テ
ー
マ
名
に
沿
っ
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
研
究
開
発
成
果

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
共
催
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
く
情
報
通
信
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
協
会
様
か
ら
は
、
品
質
の
向

上
や
効
率
化
お
よ
び
大
規
模
災
害
時
の
迅
速
な

設
備
復
旧
、
安
心
・
安
全
・
信
頼
さ
れ
る
情
報

通
信
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
通
信
電
線
線
材
協
会
様

か
ら
は
「
現
場
業
務
に
直
結
す
る
も
の
」
か
ら

「
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
に
関
連
す
る
最
新
製
品
」
ま
で
多

く
の
展
示
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
全
国
通
信
用
機
器
材
工
業
協
同
組
合
様
か
ら

は
、
施
工
性
の
向
上
や
安
全
に
関
す
る
取
り
組

み
、
車
載
品
の
管
理
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

さ
ら
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
、
一
般
企
業
か
ら
も

各
社
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
展
示
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
Ｅ
―
１
、
３

会
場
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
を
含
め
、
皆
さ
ま
方

が
種
々
の
課
題
や
解
決
策
を
共
有
で
き
る
場
を

ご
提
供
し
ま
す
。

　初日午前時分から、ＮＴＴの川添雄彦副
社長による「IOWN誕生から５年　次の５年に
向けて」と題した基調講演１、続いてＮＴＴド
コモの佐藤隆明副社長による「つなごう。驚き
を。幸せを。～６Ｇ時代
のWell-beingな社会の実
現に向けて～」と題した
基調講演２を予定してお
ります。
　ＮＴＴ筑波研究開発センタ北休憩所では、初
日午後２時から当研究所の南勝也プロジェクト
マネージャによる「ＮＷロバスト化・業務自動
化に向けたＡＩ活用によるオペレーション技術

の研究開発」と題した技術セミナー１、午後２
時分からは国立研究開発法人防災科学技術研
究所の中村研究部門長による「南海トラフ巨大
地震の発生の多様性を考慮したリスク評価」と

題した技術セミナー２の講演を行います。
　二日目午前時分からは北休憩所で、当研
究所の本田奈月プロジェクトマネージャによる
「社会インフラ維持管理の新時代へ～ＡＩ活用
＆シェアリング～」と題した技術セミナー３、

午前時分からは当研究所の佐野時裕プロジ
ェクトマネージャによる「社会インフラの運用
イノベーションと新価値の創出に向けた研究開
発について」と題した技術セミナー４の講演を

行います。
　また、同会場で午後１
時から技術交流サロンと
して「ここまで来た！宇

宙衛星ＨＡＰＳ活用の最新状況と年に向け
た展望」のテーマで、各社の事例を紹介してパ
ネルディスカッションを行います。
　基調講演、技術セミナー、技術交流サロンは、
オンデマンド配信を行います。

　
【
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
多
様

化
を
支
え
る
技
術
】
（
Ｒ
―
１
会

場
）

　
こ
こ
で
は
、
高
速
大
容
量
化
・

低
遅
延
化
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
の
拡
大

を
実
現
す
る
技
術
、
ユ
ー
ザ
ー
や

サ
ー
ビ
ス
に
柔
軟
に
合
わ
せ
る
・

多
様
な
デ
バ
イ
ス
を
収
容
す
る
技

術
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
主
な
展
示

項
目
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
▽
「
エ
ッ
ジ
処
理
と
品
質
安
定

化
で
簡
単
ラ
ク
ラ
ク
の
遠
隔
い
ち

ご
収
穫
」
低
遅
延
Ｆ
Ｄ
Ｎ
技
術
の

ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
活
用
▽
「
目

指
せ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
光
線
路
」
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
高
性
能

化
に
貢
献
す
る
光
線
路
技
術
▽

「
地
下
で
も
水
中
で
も
遠
隔
地
で

も
商
用
電
源
不
要
の
セ
ン
シ
ン

グ
」
光
フ
ァ
イ
バ
給
電
に
よ
る
超

省
電
力
端
末
構
成
技
術

　
▽
「
陸
・
海
・
空
・
宇
宙
～
全

て
を
通
信
圏
内
へ
～
」
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
を
拡
大
す
る
衛
星
・
Ｈ
Ａ

Ｐ
Ｓ
通
信
技
術
▽
「
免
許
不
要
の

ギ
ガ
ビ
ッ
ト
級
無
線
を
移
動
環
境

で
も
手
軽
に
活
用
」
Ｗ
ｉ
Ｇ
ｉ
ｇ

の
移
動
体
対
応
を
実
現
す
る
無
線

制
御
技
術
▽
「
快
適
に
繋
が
り
続

け
る
無
線
ア
ク
セ
ス
を
実
現
し
ま

す
」
マ
ル
チ
無
線
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ

ブ
制
御
技
術

Ｃ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｏ
▽

「
誰
に
で
も
、
エ
コ
で
快
適
な
無

線
サ
ー
ビ
ス
を
自
動
で
提
供
」
生

成
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ

抽
出
に
基
づ
く
無
線
制
御
▽
「
高

速
移
動
・
遮
蔽
環
境
で
切
れ
や
す

い
ミ
リ
波
を
繋
ぎ
続
け
ま
す
」
ミ

リ
波
分
散
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
で
Ⅴ
２
Ｘ
を

実
現
す
る
高
速
ア
ン
テ
ナ
・
ビ
ー

ム
サ
ー
チ
技
術
　

　
【
運
用
を
抜
本
的
に
ス
マ
ー
ト

化
す
る
技
術
】
（
Ｒ
―
１
、
Ｒ
―

２
会
場
）

　
設
備
や
運
用
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
・
作
業
自
動
化
に
よ
っ
て
究
極

の
ス
マ
ー
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、
ス
マ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

ス
マ
ー
ト
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

現
す
る
技
術
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
▽
「
線
路
保
守
に
〝
無
派
遣
〟

を
求
め
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
だ

ろ
う
か
」
Ｎ
Ｗ
故
障
の
早
期
復
旧

に
貢
献
す
る
遠
隔
光
ノ
ー
ド
技
術

▽
「
複
雑
な
故
障
対
応
を
ゼ
ロ
タ

ッ
チ
化
」
Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る
Ｎ
Ｗ

デ
ー
タ
補
正
と
自
律
的
故
障
分
析

▽
「
Ａ
Ｉ
で
見
え
る
未
来
の
す
が

た
　
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
設
備
保

全
を
実
現
」
画
像
を
用
い
た
社
会

イ
ン
フ
ラ
設
備
の
劣
化
予
測
技
術

　
【
新
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
を
開
拓
す

る
技
術
】
（
Ｒ
―
１
会
場
）

　
運
用
ノ
ウ
ハ
ウ
、
通
信
設
備
、

通
信
技
術
の
各
ア
セ
ッ
ト
を
活
用

し
た
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
開

拓
に
向
け
た
技
術
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
▽
「
ド
ラ
レ
コ
画
像
中
の
設
備

位
置
を
特
定
　
イ
ン
フ
ラ
管
理
の

ス
マ
ー
ト
化
」
イ
ン
フ
ラ
４
Ｄ
マ

ッ
ピ
ン
グ
技
術
▽
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
無

届
工
事
　
イ
ン
フ
ラ
の
新
た
な
監

視
サ
ー
ビ
ス
」
光
フ
ァ
イ
バ
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
道
路
掘
削
工
事

検
知
）

　
【
モ
デ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

　
Ｒ
―
５
会
場
で
は
、
ア
ク
セ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
の
全
体
像

を
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ル
内
か
ら
お
客
様

宅
ま
で
の
実
設
備
を
用
い
た
モ
デ

ル
で
わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
、
別
会
場
（
Ｒ
―
４
会

場
）
に
お
い
て
、
「
通
信
基
盤
設

備
実
物
大
モ
デ
ル
展
示
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
【
ア
ク
セ
ス
Ｎ
Ｗ
テ
ス
ト
ベ
ッ

ド
】

　
Ｒ
―
３
、
Ｒ
―
６
会
場
で
は
、

Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
／
６
Ｇ
時
代
に
お
け
る

ア
ク
セ
ス
Ｎ
Ｗ
実
現
に
向
け
、
パ

ー
ト
ナ
ー
様
と
の
協
力
を
得
な
が

ら
研
究
開
発
と
実
証
実
験
を
一
体

的
に
取
り
組
み
、
研
究
開
発
技
術

の
導
入
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
構
築
し
た
ア
ク
セ
ス
Ｎ
Ｗ
テ
ス

ト
ベ
ッ
ド
を
展
示
し
ま
す
。

　
【
社
会
イ
ン
フ
ラ
技
術
展
示
】

　
Ｒ
―
１
会
場
で
は
、
激
甚
化
す

る
災
害
対
策
や
労
働
人
口
の
減
少

を
踏
ま
え
た
設
備
の
管
理
・
点
検

の
効
率
化
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を

目
的
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
以
外
の
イ
ン
フ

ラ
会
社
様
や
研
究
機
関
様
な
ど
に

も
出
展
い
た
だ
き
、
日
本
の
将
来

を
支
え
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
技
術
を

展
示
い
た
し
ま
す
。

　
【
安
全
技
術
特
設
展
示
】

　
Ｅ
―
２
会
場
入
り
口
付
近
で

は
、
昨
今
の
人
身
事
故
多
発
を
受

け
、
共
催
・
後
援
団
体
と
Ａ
Ｓ
研

に
よ
る
安
全
に
関
す
る
特
設
展
示

を
行
い
ま
す
。

　【
展
示
レ
コ
メ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
】

　
出
展
社
と
来
場
者
様
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
す
る
た

め
、
昨
年
に
続
き
今
年
も
来
場
者

様
の
興
味
に
合
わ
せ
た
展
示
を
会

場
マ
ッ
プ
に
表
示
し
、
お
す
す
め

展
示
を
レ
コ
メ
ン
ド
い
た
し
ま

す
。当
日
は
Ｅ
―
２
会
場
入
り
口
、

出
口
に
設
置
し
た
検
索
端
末
を
利

用
し
て
、
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
か
ら
お
す
す
め
展
示
を
閲
覧

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
　

　
来
場
者
様
の
関
心
に
合
っ
た
展

示
を
見
つ
け
や
す
く
な
り
、
出
展

社
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
場
を
ご
提
供

し
ま
す
。


